
 

２０２６年度 

 

【試験問題の出題意図】 

前期 M 

 

愛知学院大学 

 

 

 

 

 



英語 

 

Ⅰ 

多岐選択問題。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ基本的文法・構文・語彙の修得度の測定に

ある。 

 

Ⅱ 

多岐選択問題。会話文を用いた読解問題である。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ日常会

話表現を理解・活用する力、および会話の流れを論理的に把握する力の測定にある。 

 

Ⅲ 

多岐選択問題。長文を用いた読解問題であり、高校卒業までの学習内容で十分に対応可能で

ある。出題の意図は、文脈を捉え、論理的な思考に基づいて内容を理解する力の測定にある。 

 

Ⅳ 

Ａ：多岐選択問題。出題の意図は、文法的誤りを見抜く力の測定にある。難易度はやや高い。 

 

Ｂ：並べ替え形式の英作文問題。出題の意図は、会話の文脈を踏まえ、文法的に正しい英文を

作る力の測定にある。難易度はやや高い。  



国語 

 

大問Ⅰの本文は八鍬友広『読み書きの日本史』。漢字を含む現代語に関する基礎的知識を問い

ながら、一定の分量の現代文の読解力を測った。 

 

大問Ⅱの本文は『十訓抄』。基礎的な古典語知識、また古典文学史の知識を問いながら一定の

分量の古典語文の読解力を測った。  



日本史 

 

Ⅰ 

古代の文章問題で、厩戸王の冠位十二階などから律令格式の制定にいたる法整備に関する A

〜C の文章を提示した。問題では、これに関連して憲法十七条の史料の読解ができるか、法制

整備の背景にある奈良・平安期の政治状況について正しく理解しているかについても、問うて

いる。 

 

Ⅱ 

織田信長に関する文章を提示し、政治的統一過程における主要な合戦や経済政策について、

時系列的に正確な理解ができているか、問うている。安土山下町中に対して出された楽市令

については、史料の理解と読解ができるか問題を設定した。 

 

Ⅲ 

江戸時代の出版に関する文章を提示し、出版の動向や幕府の出版統制について理解を問う問

題である。それに関連して、出版された代表的な文学作品のジャンルや、蘭学の発展について

も、理解しているか問うている。 

 

Ⅳ 

近代の日本と朝鮮との関係について、時期が異なる４つの文章を提示し、いかに植民地化され

ていったのか、その理解を問う問題である。4 つの文章を時系列にそってならべることができ

るか、その背景にある近代の対外関係についても理解しているか、問うている。  



世界史 

 

Ⅰ 

中世初期の民族移動におけるノルマン人（ヴァイキング）の移動について、ブリテン島と北フラ

ンスを舞台に基本的理解を問う選択式問題とした。イギリスが複数の機会において征服された

こと、大陸と密接な関係をもっていたことを意識させる目的である。 

 

Ⅱ 

パレスチナ問題の起源を問う設問である。ヨーロッパにおけるユダヤ人迫害の象徴たるドレフ

ュス事件や、それに端を発するシオニズムの始まり、第一次世界大戦中のイギリスの三枚舌外

交、ヒトラーの率いるナチ党のユダヤ人ホロコーストのパレスチナ問題への波及を問う選択問

題とした。 

 

Ⅲ 

中国の春秋・戦後時代の社会の変化と諸子百家の活動について、基本的な事項を問う問題。社

会変化の要因と諸子百家の思想内容について把握しているかを確認することが目的。 

 

Ⅳ 

12 世紀以降の中国東北の女真の動向から、少数民族である彼らがどのようにして中国本土

進出を果たし国家を形成していったのか問題にした。 

Ⅴ 

現代の諸課題に繋がる冷戦期の歴史的事象として、東西ブロック間の対立、デタントの過程と

その挫折などに関して具体的な用語と共に理解しているか問う。 

  



政治経済 

 

Ⅰ 

戦後の安全保障の変遷について基本的な知識を問う。 

 

Ⅱ 

労働基本権と労働三法、労働環境の変化について基本的な知識を問う。 

 

Ⅲ 

現在の財政状況、財政赤字の要因と課題について基本的な知識を問う。 

 

Ⅳ 

憲法の最高法規性と憲法改正の手続きについて基本的な知識を問う。 

  



数学 

 

１ 数学 II（図形と方程式）の範囲の知識と計算力をみる． 

２ 数学 A（場合の数）の範囲の知識と計算力をみる． 

３ 数学 II(三角関数)の範囲の知識と計算力をみる． 

４ 数学 II(微分と積分)の範囲の知識と計算力をみる． 

 

 

 


